
MAX 80Ch
マイグレーション試験

ADVANTEST R8340
KEITHLEY 7002

R8340は、アドバンテスト社の商標です。
7002、7169、7154は、ケースレーインスツルメンツ社の商標です。

■使用できる機種 アドバンテスト R8340，ケースレー7002，7169，7154

680,000 円

GP－IBボード 動作環境品　　 番 価　　　格

ラトックシステム社

コンテック社

NI社

Win98SE/Me
Win2000/Xp
Excel2000

Excel2002/2003

最大80チャンネルのマイグレーション試験をおこなうことができます。
3種類の測定時間間隔の指定方法が可能です。
1．一定時間間隔での測定
2．毎日指定時刻での測定
3．指定日数間隔での測定
測定から次の測定までの間、指定電圧を印加し続けることができます。この印加電圧は正極性
またき負極性どちらも可能です。
電圧を印加中に短絡した試料を検出すると、その試料を測定対象から外し、測定を継続するこ
とが可能です。
シーケンス動作により各チャンネル毎に、チャージ/ディスチャージ測定を行うことができます。

機 能

概 要

操作説明

7002
7169A
7154

R8340

スタートすると、ファンクション･測定レン
ジ･積分時間などを設定した後、指定さ
れた時間間隔で、指定された回数のデー
タを取込みます。必要なら日付時刻も付
加することもできます。

本プログラムはExcel 上のアドインとして動作します。
Excel上から本アドインを起動すると、Excelシート上に、
このウインドウが現われます。
ファンクション、測定レンジ、時間間隔、取込回数等を設
定し「START」ボタンをクリックするとデータの取り込み
を開始します。

本プログラムは、3種類のサンプリング方法をサポートしております。
それぞれのサンプリングで、スキャナを使用する／使用しないの選択が可能です。

1. 一定時間間隔でのサンプリング
2種類の測定時間間隔を設定できます。
最初は短い測定時間間隔で、その後、長い測定時間間隔のような設定が可能です。
最大36000分までの時間間隔の入力が可能です。

2. 1日毎に、指定された時刻での測定
1日当り最大2回の時刻指定で、65,000回までのサンプリングが可能です。

3. 指定された日数毎での測定
最大100日間間隔で、1,000回の測定が可能です。

一定時間間隔での測定を行なう時に選択します。

指定時刻での測定を行なう時に選択します。

指定日数間隔での測定を行なう時に選択します。

W32－R8340EM80－R
W32－R8340EM80－C
W32－R8340EM80－N

Excelシートに取込んだデータは、キーボードから入力したデータと同
じように、Excelの機能を利用して、作図・編集・計算等を自由に行うこ
とができます。また、事前にデータが取込まれる領域をExcelのグラフ
ウィザードで設定しておけば、データ取込とグラフ化がリアルタイムに
行えます。
※本アドインに自動グラフ作図機能はありませんので、Excelのグラフ
ウィザードを使用して作図してください。
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測定器からデータの取込を開始します。
「PAUSE」ボタンを先に押してから、「START」ボタ
ンを押すとスポット専用測定モードになり、「SPOT」
ボタンによるスポット測定が可能になります。

データの取込を一時中止します。もう一度クリックすると、取込
を再開します。

データの取込を停止します。

「PAUSE」中、有効となり、クリックする毎にデータを取り込みます。
スポットモードでは、データのサンプリングに使用します。

Excelシートの表示を切り換えます。

Excelシート上のカーソルを左右・上下に移動しデータ取込開始
位置を決定します。「START」ボタンをクリックするとカーソル位
置から下方向へデータを取込みます。

下図を参照下さい。

シーケンス動作をONに設定します。
下図を参照ください。

出力電圧を入力します。最大1,000Vまでです。

積分時間を設定します。
・2ms ・1PLC ・5PLC
・10PLC ・10PLC*4 ・10PLC*8
・10PLC*16

スキャナを使用した測定の場合、ONに設定します。
次ページを参照ください。

GP－IBで接続した外部測定器のデータを同時に取込む時にチェ
ックを付けます。

入力した全ての測定条件の「保存」「読出」を行ないます。

測定中は「赤色」、ポーズ中は「青色」、
停止中は「灰色」となります。

測定ファンクションを設定します。
・電流測定
・電圧印加電流測定
・抵抗測定
・体積抵抗率測定
・表面低効率測定
・体積固有抵抗測定

電流レンジをAUTO/MANUALで切換えます。
AUTOのチェックを外すとレンジ入力用テキストボッ
クスが現れますからレンジをキーボードから入力し
ます。厳密な値を入力する必要はありません。入力
された値に一番近い１つ上のレンジに設定されます。

トリガ条件を設定します。
「内部」は、R8340をFREE RUN状態で測定します。
但し、積分時間が「10PLC*4」「10PLC*8」「10PLC*16」の時は、
「内部」の設定はできませんので、「パソコン」または「外部端子」
に設定して下さい。「パソコン」は、HOLD MODEの測定となり、指
定した時間間隔毎にパソコンからトリガをかけます。「外部端子」
は、HOLD MODEの測定となり、測定器のリアーパネルの「TRIG
GER INPUT」の信号によりトリガがかかります。

R8340に設定したGP－IBアドレスと同じ値を設定します。

シーケンス動作の設定

上記の「シーケンス動作」にチェックを付けると右画面が表示されますから
プログラム番号を設定し、動作条件を各欄に入力します。
・プログラム番号「0」は、サポートしません。
・シーケンス・プログラムの詳細説明は、測定器付属のマニュアルを参照下さい。

測定データをExcelシートへ入力する時の
単位を指定します。

表面抵抗率／体積抵抗率測定時のパラメータを設定する場合に
チェックを付けます。チェックが付いていると、測定ファンクション
に関係なく、「パラメータ入力」へ入力した値が測定器に設定され
ます。

電極の種類を設定します。

試料厚さを入力します。

体積抵抗率電極係数を入力します。

表面抵抗率電極係数を入力します。

測定開始前にディスチャージ／チャージ処理を行いたいときにチ
ェックします。この処理は測定開始前に１回だけ実行されます。
シーケンス動作がONの場合は適用されません。
ディスチャージとチャージの時間を１秒から1800秒の間で入力し
てください。
注）シーケンス動作ONの場合は本機能は使用できません。また、

電流測定の場合も使用できません。

Excelへの入力データを指数表示します。
また、小数点以下の表示桁数を設定します。

測定中の制限電流値を設定します。
スキャナカードが7056の場合は最大通電可能
電流が10mAですから、必ず10mAに設定してく
ださい。

トリガ・ディレー時間を入力します。

オートレンジ・ディレー時間を入力します。

他の設定
※各項目の詳細説明は、測定器のマニュアルを参照下さい。

共通入力事項

入力アンプのゲインを設定します。
不適切なゲインの設定は、測定値に重大な
誤差を生じますのでご注意ください。
R8340付属のマニュアルを参照ください。
(推奨値= 1 ) 
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スキャナを使用する場合の設定
スキャナの設定は最大８０チャンネルまで設定が可能です。しかし、スキャナのメインフレームに装着されているカードの総数が８０チャンネルに満たない場合は、
実際に装着されているチャンネル数になります。
測定チャンネル数は、スロット2からスロット９までに装着されたスキャナカード数により決まり、スロット1のカードはチャンネル数にカウントされません。
スロット1のカードは、スロット2からスロット９のカードを電気的に分離するために使用されます。 但し、このスロット1のカードは使用しないことも可能です。

「規格Lo/Hi」と「停止Lo/Hi」の条件入力の切換を
行ないます。

測定と測定の間は、R8340のOPERATEをOFFにするか、OPERATEをONにして電圧を印加し続けるかの選択を行ないます。チェックを付けた場合は、測定
と測定の間、印加し続ける電圧値(ストレス電圧またはバイアス電圧)を右の欄に入力します。 この電圧値は、測定に使用する電圧値とは別電圧です。 負の電
圧を入力した場合、極性切換用のリレーを使用して、R8340の出力を逆転します。

上記で入力した通常時印加電圧が正極性/負極性かにより、R8340と試料との接続の極性をアクチュエータリレーで切り換えます。また、極性を反転するための
リレー番号を入力します。アクチュエータリレーカード(7169A)が装着されていない場合はチェックを付けないでください。チェックが付いていない場合は極性
の反転は行なわれず、測定電圧と同極性の電圧が印加されます。
ここで入力するリレー番号は、7002のリレー番号の入力方法と同じです。たとえば、「10!1」の入力は、スロット１０のチャンネル１を現します。
正負それぞれに４つの入力欄がありますが、全ての欄に入力する必要はありません。入力の不要な欄は空欄にしてください。

全測定チャンネルの測定結果の総合判定をExcelシートに入力する場合はチェックを付けます。

測定チャンネルを切り換えた後、そのチャンネルの測定開始までの遅延時間を入力します。

「備考1」「備考2)」「備考3」「備考4」
「備考5」でヘッダ情報としてExcel
シートに入力する項目にチェックを
付けます。

スキャナのGP-IBアドレス
と同じ値に設定します。

グループ毎の試験ON/OFFを設定します。
10chを１グループとします。

「規格Lo/Hi」の場合、判定値の下側と上側
の両方またはどちらかを入力します。ここで
の規格値を外れた測定値はExcelシートに赤
色で入力されます。
「停止Lo/Hi」の場合、この停止値を測定値
が外れると、その後、その試料は試験から自
動的に除外されます。
もし、空欄の項がある場合、その項の判定は
無視されます。
また、ここでの入力値の単位は「他の設定」で
設定した「表示単位」になります。

測定に使用するチャンネルを個別にチェック
を付けます。

「他の設定」で「表示単位」に設定した単位が
表示されます。

先頭チャンネルの設定値を表示中の全ての
チャンネルにコピーします。

マルチプレクサのリレーを切り換え時は、一時的
にOPERATEをOFFにします。チェックを外すと、
OPERATEがONのまま、リレー切り換えを行い
ます。高電圧出力時は、リレーが破損する場合が
ありますので必ずチェックを付けてください。

①

②

③

④

① ② ③ ④

グループ別の測定ON/OFF
の表示です。
この部分をダブルクリックして
も、ON/OFF設定が可能です。
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出力電圧タイミングチャート

スキャナの対応チャンネル設定
ここでは、本プログラムの示すチャンネルと7002の物理チャンネルの対応を設定します。
7002に装着されたリレーカードの構成により設定が異なります。

1. リレーカードに搭載されているチャンネル数が、10ch,20ch,30ch,40chのどれか。
2. 10chごとにブロック分割するリレーを使用する場合としない場合。(ここでは、7169Aのカードを使用する、または使用しないの選択)

チャンネルの自動割当を行いことができます。
このボタンをクリックすると、設定画面が表示
されますから、カード構成を設定し「OK」を
クリックすると自動的にチャンネルが割り当て
られます。

プログラム上のチャンネルに対応した実際
の7002のチャンネルを入力します。
入力方法は7002本体のチャンネル指定方法
と同じです。
例えば、「2!1」と入力すると、スロット2のチャ
ンネル１を示します。
複数のチャンネル指定がある場合は、コンマ
で区切って下記のように入力します。
「2!1,5!3,6!4」

10ch毎に分割するするためのリレーカード
(7169A)を使用する場合、各グループ毎の
共通になるチャンネル番号を入力します。
もし、10ch分割リレーカードを使用しない場合
は、この欄は全グループとも空欄にします。
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測定器からデータの取込を開始します。
「PAUSE」ボタンを先に押してから、「START」
ボタンを押すとスポット専用測定モードになり、
「SPOT」ボタンによるスポット測定が可能にな
ります。

測定中は「赤色」、ポーズ中は「青色」、
停止中は「灰色」となります。

データを取込む回数を指定します。但し、「STOP」
ボタンでいつでも中断できます。また、何も入力
されていないときは、最大回数と解釈されます。
入力できる最大回数は、200,000回です。

データを取込む時間間隔を秒の単位で入力します。
ここで入力した時間と実際の時間間隔では若干の
差異が発生します。
何も入力が無い場合やゼロが入力された場合は、
最速でデータを取り込みます。
入力できる最大時間は、36,000秒/分です。

データの取込を一時中止します。
もう一度ｸﾘｯｸすると、取込を再開します。

データの取込を停止します。

「PAUSE」中、有効となり、ｸﾘｯｸする毎にデータを取り込みます。
スポットモードでは、データのサンプリングに使用します。

測定中、間欠時間が2秒以上の時、サンプリングまでの残り時間を
カウントダウンします。

測定終了までの残り回数が表示されます。

最初のデータ取込時、測定項目名等のヘッダを付加します。

データの入力と共にシートをスクロールします。

測定開始からの経過時間を付加します。

データに日付時刻を付加します。

測定開始後、途中から試料を追加する方法

一定時間間隔測定の条件入力方法

スタートボタンをクリック後、実際に測定が開始
されるまでの遅延時間を入力します。

この部分をダブルクリックすると、時間間隔の
入力単位を秒/分で切り換えることができます。

Step1に続いて、Step2での条件での取込を行なう
場合はチェックを付けます。

測定値がExcelに入力される毎にBookを上書き保存します

R8340の過電流の発生を定期的に確認する場合はチェックを
付け、確認周期を入力します。10から3600の範囲で入力しま
す。この機能は、測定と測定の間に常時電圧を印加している場
合に機能します。
もし、過電流の発生が確認された場合は、各チャンネルをスキャ
ンし、過電流を発生させている試料をサーチし、その試料を検出
すると試験から除外して試験を継続します。Excelシートには
その時の日付時刻と該当チャンネルが入力されます。
過電流値はR8340に設定した「制限電流値」により決まります。

「一定時間測定」モードの場合だけ、試験途中から新たに試料の追加が可能です。
測定を終了し、次の測定待ちの時間帯に「PAUSE」ボタンをクリックします。「変更」ボタンが現れます。ここで、「変更」ボタンをクリックするとスキャナ設定画面が表示されます。スキャナに新たに追加
する試料を取り付け後(下記参照)、このスキャナ設定画面で試験を追加するグループをONにします。ここで、新たに追加したグループは現在使用中のExcelシートとは別のExcelシートに測定値が入力されます。

新たに試験する試料を追加する場合、「PAUSE」ボタンを押して試験を一旦停止状態に
して新たに試料を取り付けますが、注意することは、この時、R8340は出力がONの状態
ですから、R8340の「LOCAL」ボタンを押した後、OPERATEをOFFにします。その
後、スキャナに追加する試料を取り付け、「変更」ボタンを押してプログラム上の試験追
加グループをONにします。グループを追加が「QUIT」ボタンで画面を閉じると、新し
いExcelシートに追加したグループのヘッダ情報が入力されます。この時、必要なExcel
シートが無い場合、自動的に新しいExcelシートが作成されます。
「PAUSE」ボタンを解除すると試験が再開されます。再開されると同時に、全試料の測定
を行います。
現在までの測定中のグループも、新しく追加したグループも測定は常に同時に行われま
すから、現在測定中のグループの測定時間と同時に新しく追加したグループの測定も行
われます。
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測定器からデータの取込を開始します。 データの取込を停止します。

測定開始後、即座に測定を行いたい時クリックします。

次の測定日付が表示されます。

次の測定時刻が表示されます。

測定を終了する日付を入力します。
ここで入力した日付の指定時刻の測定を終了すると
全ての測定を完了します。

自動保存機能をONにします。
測定終了ごとに、現在のExcelブックの上書き保存
を自動的に実行します。

測定中は「赤色」、停止中は「灰色」となります。

測定時刻を入力します。
「h」は、0から23の範囲で入力します。

「m」「s」は、0から59の範囲で入力します。

1日に2回測定を行なう場合に
チェックを付けます。

測定スタートと同時に初期測定を行なう必要があ
る場合にチェックを付けます。

電流制限の発生を定期的に確認する場合はチェ
ックを付け、確認周期を入力します。
10から3600の範囲で入力します。
この機能は、測定と測定の間に常時電圧を印加し
ている場合に機能します。
もし、電流制限の発生が確認された場合は、全チ
ャンネルをスキャンし、電流制限を起こしたチャン
ネルを検索し、そのチャンネルだけをオープンに
します。オープンにしたチャンネル情報は、その日
付時刻とともにExcelシートに入力されます。
その後、測定は継続されます。
過電流値はR8340に設定した「制限電流値」
により決まります。

指定時刻測定の条件入力方法

測定器からデータの取込を開始します。

測定中は「赤色」、停止中は「灰色」となります。

測定間隔の日数を入力します。
1から30の範囲で入力します。
「START」ボタンをクリックすると、直ちに
初回の測定を行い、次の測定日には、初回
と同じ時刻に測定が行なわれます。

測定回数を入力します。
1から1000の範囲で入力します。

電流制限の発生を定期的に確認する場合
はチェックを付け、確認周期を入力しま
す。10から3600の範囲で入力します。
この機能は、測定と測定の間に常時電圧
を印加している場合に機能します。
もし、電流制限の発生が確認された場合
は、全チャンネルをスキャンし、電流制
限を起こしたチャンネルを検索し、その
チャンネルだけをオープンにします。オ
ープンにしたチャンネル情報は、その日
付時刻とともにExcelシートに入力され
ます。
その後、測定は継続されます。
過電流値はR8340に設定した「制限電流
値」により決まります。

データの取込を停止します。

測定開始後、即座に測定を行いたい時クリックします。

次の測定日付が表示されます。

次の測定時刻が表示されます。

自動保存機能をONにします。
測定終了ごとに、現在のExcelブックの上書き保存
を自動的に実行します。

指定日数間隔測定の条件入力
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スキャナ無しでの測定結果例

スキャナを使用した測定結果例

測定値をExcelに入力した例

外部測定器とはGP-IBでパソコンと接続されている必要があります。(下図)
外部測定器から送られてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、複数のデータの場合(Max10個)、データ間はコンマで区切られている必要があります。

注)外部測定器からのデータ取り込みは、全ての測定器との通信を保証するものではありません。

外部測定器（マルチメータ等）の設定方法

外部測定器のGP－IBアドレスを設定します。

測定器のデリミタを設定します。通常は、LF＋EOIです。

測定開始前に、測定器に送信するコマンドがある場合は、ここに入力します。
ファンクションやレンジ切換えのコマンドを入力します。通常は空欄です。

もし、外部測定器からデータを受け取る時、クエリーコマンドを事前に送信する必要がある時、ここに送信するクエリコマンドを入力します。
ほとんどの場合、空欄でOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド準拠のものでしたら、下記のコマンドのどれかが使用されます。
：READ? ：FETCH? ：MEAS?

外部測定器のデータ受信時にトリガが必要な時、チェックをつけます。

「GET」,「"*TRG"」,「任意コマンド」からトリガの方法を選択します。
通常は、「GET」の選択をします。
「任意コマンド」を選択した場合は、トリガコマンドをテキストボックスに入力します。

外部測定器のデータに演算処理を行うときにチェックします。
複数のデータが受信された場合は、その全てのデータに、下記に入力した演算が行われます。

取り込んだデータに、下記演算を行った後、Excelへ入力します。
Excelへの入力値 ＝（ 測定器データ－ B ）* A

ヘッダとしてExcelへ入力する事項をここに入力します。
空欄の場合、「外部測定器」が入力されます。

外部測定器のデータを数値として扱うか、文字として扱うかの設定を行います。
通常は「数値データ」に設定します。

外部測定器から複数のデータが送信される場合、データの区切り文字を指定します。
一般的には「コンマ」が使用されます。
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7154 7154 7169A

KEITHLEY 7002リアーパネル

ハードウェア構成
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ハードウェア構成
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初めて7002にリレーボードを挿入する場合、ボードが70xxの場合は自動認識されますが、
7154や7169Aは認識されませんから、下記のように手動で各ボードを認識させます。

①

②

③

④

CARDボタンを押す

「TYPE」を選択して「ENTER」を押す

カードを認識させるスロット番号を選択し、
「ENTER」を押す。

カード番号を選択して、「ENTER」を押す。
「EXIT」キーで設定を終了する。
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